令和７年度　東京都多摩地区教育推進委員会　授業デザインシート
１　単元（題材）名（教科書、副教材）
　　

２　単元（題材）の目標
　単元（題材）における、デジタルを活用しながら自ら学習を調整する子供の姿を書く。

	



３　デジタルを活用しながら自ら学習を調整する子供の姿






４　単元（題材）の評価規準
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	
	
	



５　単元（題材）デザインの視点　　
【なぜ学ぶか】
・　
・　
・　
教師の指導内容を羅列するのではなく、子供が主語となるように書く。学習指導要領を基にして、授業を行う子供の実態を考慮し、教師自身が自分の言葉で書くことが大切である。

【何を学び、何ができるようになるか】

・　
・
・

【どのように学ぶか】
・　
・　
・　

【どのように生かすか】
・　
・　
・　

６　最終時から考える単元（題材）デザイン　
	習得・探究
	時
	学習を自己調整する子供の姿
	◎　目標
●　学習内容
・　学習活動
	デジタルの活用
（学習者用端末の活用）
	評価規準/評価方法

	
	最終時
～　第〇時
	
	
	
	

	
	第〇時～第〇時
	
	最終時から単元（題材）をデザインする。単元（題材）を大きく、習得の段階、探究の段階に区切った後、子供に学びを委ねる時間を意図的に設定していく。

	
	

	
	第〇時～第１時
	
	
	
	



７　本時（全○時間中の第●時）
（１）　本時の目標

（２）　本時の展開
	時間
	●学習内容・学習活動
	・指導上の留意点配慮事項
★デジタル（学習者用端末）を活用した学び
	評価規準
/評価方法

	
	




	
	

	
	




	　本時の展開において、子供が自分の学習を調整するために、どのようにデジタルを活用するのかについても明確にする。

	

	
	




	
	



（３）授業観察の視点　※ 事前・事後調査の項目を意識する。


６　最終時から考える単元（題材）デザイン　（横）
	習得・探究
	
	
	

	時
	最終時～第〇時
	第〇時～第〇時
	第〇時～第１時

	学習を自己調整する子供の姿
	
	
	

	◎　目標
●　学習内容
・　学習活動
	
	※　こちらは、「６　最終時から考える単元（題材）デザイン」を横向きにしたものです。

最終時から単元（題材）をデザインする。単元（題材）を大きく、習得の段階、探究の段階に区切った後、子供に学びを委ねる時間を意図的に設定していく。

	

	デジタルの活用（学習者用端末）の活用
	
	
	

	評価規準／
評価方法
	
	
	



